
 

２学期は「実践」の学期 

 

 始業式の校長講話で次のメッセージを話しました。御家庭でも、「実践」の学期とし

てお子様と対話し、励まし、サポートしていただきますようよろしくお願いいたします。 
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お知らせ 

 今日から２学期が始まりました。２学期という期間は、１学期の経験を生かして学

習する期間、つまり、「実践」の期間と考えられます。ですから、２学期は、皆さんが

「実践」を意識して学習することが私の希望です。なぜ「実践」の期間かというと、２

学期は全学年、学校外に出ての活動があるからです。１年生は川越校外学習、２年生

は職場体験、３年生は修学旅行、これらは、ふだんの学校での様々な学習や生活の練

習を「実践」する場です。 
 

 学校は、実社会の縮小版と言われています。学校で養われる社会性が実社会での鍵

となります。社会性にはいくつかありますが、１つは、コミュニケーション能力：相手

と挨拶を交わし、対話をすること。２つは、協調性：仲間と協力して、目標に向かって

取り組むこと。人の意見を尊重し、自分の行動を調整することが必要です。３つは、共

感：相手の立場に立って考えること。４つは、社会のルールに従う能力です。 
 

 これらは、ふだんの学校生活の中で、日々、練習していることです。これらのこと

を、１年生は川越校外学習、２年生は職場体験、３年生は修学旅行という「実践」の場

で生かすことが私の希望です。ぜひ、十分な準備をして「実践」してきてください。そ

して、「実践」から多くのことを学び、それをまた学校生活で生かしてください。 
 

 そして、３年生にとっては、とても重要な「実践」が待っています。それは、自分自

身の進路決定です。一人一人が進路決定に向けて努力すると共に必要な情報をしっか

りと入手して、最高の進路決定に向けてしっかりと準備してほしいと思います。ただ、

進路で困っていることや悩んでいることがあったら、私も含めて先生方に話してくだ

さい。一緒に考えていきましょう。 

【吹奏楽部】 

第２４回東日本学校吹奏楽

大会出場決定 
 

  

道徳授業地区公開講座 

に御参加ください 
 

  

 

 ８月３１日（土）に道徳
授業地区公開講座を実
施します。より多くの保護
者と本校の道徳について
意見を交わす大変貴重
な行事です。授業を御参
観のうえ、意見交換会も
御参加ください。 令和６年度 福生第二中学校体罰防止ポスター 

 本校吹奏楽部は、８月に
出場した東京都吹奏楽コ
ンクールで金賞を獲得し、
茨城県で開催する東日
本学校吹奏楽大会に東
京都代表として出場する
ことが決まりました。 


